
春の特別公開 2023「収蔵庫に眠る逸品たち３」
縄文土器　深鉢 

笹平遺跡（北設楽郡設楽町）

　縄文後期初頭の磨消縄文土器と呼
ばれる土器です。土坑に一括廃棄さ
れた土器群の中から出土しました。
　磨消縄文とは沈線で囲まれた縄文
部と無文部を交互にくり返すことに
よって文様効果を高める装飾技法
で、縄文後期前半に九州から関東に
かけて広く見られるものです。

灰釉陶器　手付瓶
塔の越遺跡（稲沢市）

平安時代前半の猿投窯産灰釉陶器
手付瓶です。木枠を持つ古代の井
戸から出土しました。器高約 22cm
の大型品で、口縁部の一部を欠い
ていますがほぼ完形品です。口縁
部から体部上半にかけて刷毛によ
り灰釉が施釉されています。

土師器　絵画文壺　　寄島遺跡（安城市）
　古墳時代初頭の土師器大型壺です。旧河道から出土しま
した。肩の部分に直線と曲線で構成される線刻画が描かれ
ています。この絵はいったい何を表しているのでしょうか。
水面の波紋を表しているという説もありますが、まだよく
わかっていません

志野　向付　　清洲城下町遺跡（清須市）
　安土桃山時代から江戸初期にかけての美濃窯産志野向付で
す。清須城下町後期の溝から出土しました。体部には擂座と
呼ばれる突起が貼り付けられ、鉄絵を描いた上に長石釉が厚
く施されています。底部には円柱状の脚が 4ヶ所に付さてい
ます。　

むこうづけ

すり けし

　〒498-0017
愛知県弥富市前ケ須町野方 802-24

　　　電話：0567-67-4163
ファックス：0567-67-3054

    ホームページ：http://www.maibun.com/
　メールアドレス：doki@maibun.com　 　
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名古屋都市センターにて開催！
2023年11月７日（土）～26日（日）

2023考古学の祭典

考古学フェア
令和５年度　発掘調査成果報告会

令和６年３月開催予定！
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連続歴史講座 今年も4回開催！

モノの形に焦点を当てた講座

考古学フェア

モノの 形の 

　

新
た
に
令
和
五
年
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。
本
年
度
も

愛
知
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
事
業

を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
ず
、
発
掘
調
査
で
は
、
設
楽
ダ
ム
や
鹿
乗
川
改
良

工
事
に
伴
う
調
査
な
ど
、
全
部
で
十
四
の
事
業
で
二
六

遺
跡
を
対
象
に
約
二
万
七
千
平
方
メ
ー
ト
ル
実
施
す
る

予
定
で
す
（
下
図
を
参
照
）。
そ
の
調
査
成
果
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
ツ
イ
ッ
タ
ー
な
ど
で
随
時
紹
介
し
、
現
地

の
状
況
を
公
開
す
る
地
元
説
明
会
な
ど
も
で
き
る
か
ぎ

り
開
催
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
弥
富
に
あ
る
調
査
セ
ン
タ
ー
で
は
、
最
近
ま

で
に
発
掘
調
査
を
終
え
た
遺
跡
の
調
査
報
告
書
を
作
成

す
る
た
め
に
、遺
跡
の
整
理
作
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

本
年
度
は
設
楽
ダ
ム
関
連
の
大
崎
遺
跡
を
は
じ
め
、
全

部
で
五
つ
の
事
業
で
六
遺
跡
を
対
象
に
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

さ
て
、
今
年
も
広
報
・
普
及
活
動
を
多
数
計
画
し
て
お

り
ま
す
。
セ
ン
タ
ー
と
し
て
は
六
事
業
を
実
施
す
る
予
定

で
す

◎
春
の
埋
蔵
文
化
財
展　
今
年
も
「
や
と
み
新
発
見
展
二

〇
二
三
」
と
題
し
て
、
四
月
十
日
か
ら
二
一
日
ま
で
弥
富

の
調
査
セ
ン
タ
ー
の
二
階
に
て
、
昨
年
度
発
掘
調
査
し
た

最
新
成
果
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

◎
連
続
歴
史
講
座　
五
月
一
三
日
か
ら
六
月
二
四
日
ま
で

の
隔
週
土
曜
日
の
午
前
に
歴
史
講
座
を
計
四
回
開
講
い
た

し
ま
す
。
今
年
の
テ
ー
マ
は
『
モ
ノ
の
形
の
考
古
学
』。

モ
ノ
の
形
に
焦
点
を
当
て
、
技
術
の
進
化
、
生
活
文
化

の
向
上
、
社
会
の
変
化
な
ど
を
解
説
し
ま
す
。

◎
秋
の
埋
蔵
文
化
財
展　
令
和
五
年
度
の
秋
頃
に
十
日

程
度
、
調
査
セ
ン
タ
ー
の
二
階
の
資
料
管
理
閲
覧
室
に

て
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
期
間
内
の
土
日
に
は
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。

◎
考
古
学
フ
ェ
ア
「
あ
い
ち
の
考
古
学
二
〇
二
三
」

　

十
一
月
七
日
か
ら
二
六
日
ま
で
名
古
屋
都
市
セ
ン
タ

ー
で
開
催
し
ま
す
。
愛
知
県
下
を
中
心
に
考
古
学
に
関

連
す
る
情
報
を
集
め
、
ま
た
名
古
屋
の
ま
ち
づ
く
り
に

関
す
る
考
古
学
の
研
究
成
果
を
ま
と
め
、
ポ
ス
タ
ー
展

示
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
講
演
会
を
行
う
「
考
古
学
セ
ミ

ナ
ー
」
と
幅
広
く
県
民
の
皆
様
に
考
古
学
の
魅
力
を
ア

ピ
ー
ル
す
る
「
考
古
学
フ
ェ
ス
タ
」
の
同
時
開
催
と
な

り
ま
す
。

◎
企
画
展
『
あ
い
ち
の
発
掘
調
査
二
〇
二
三
』　
一
月

二
〇
日
か
ら
三
月
一
〇
日
ま
で
あ
い
ち
朝
日
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
に
て
企
画
展
を
行
い
ま
す
。
昨
年
度
に
実
施
さ
れ

た
愛
知
県
下
の
発
掘
調
査
成
果
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
に
、
年
度
末
に
は
「
設
楽
ダ
ム
関
連
発
掘

調
査
成
果
報
告
会　
新
設
楽
発
見
伝
10
」
を
例
年
通
り

開
催
す
る
予
定
で
す
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
本
年
度
も
積
極
的
に
さ
ま
ざ
ま
な

情
報
発
信
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

令和５年度の調査予定遺跡

熱田区

港区

千種区
東区

北区
西区

中村区
中区

昭和区

瑞穂区中川区

南区

守山区

緑区

名東区

天白区

設楽町
①万瀬遺跡

大口町
⑭郷中遺跡

設楽町
③上ヲロウ・下ヲロウ遺跡

江南市
⑥中般若北浦遺跡

設楽町
②下延坂遺跡

設楽町
④根道外遺跡

稲沢市
⑧船橋宮裏遺跡

安城市　鹿乗川流域遺跡群
⑮寄島・姫下遺跡
⑯寄島遺跡
⑰寄島遺跡
⑱姫下遺跡
⑲姫下・向田遺跡
⑳向田遺跡
㉑向田・亀塚遺跡
㉒亀塚遺跡
㉓中挟間遺跡

名古屋市
⑤名古屋城三の丸遺跡

岩倉市
⑨蕎麦田遺跡

稲沢市
㉕一色青海遺跡

豊山町
㉔青山神明遺跡

清須市
⑦清洲城下町遺跡

令和5年度　発掘調査予定遺跡位置図

 まんぜいせき
① 万瀬遺跡 （設楽町）
 しものべさかいせき
② 下延坂遺跡 （設楽町）
 かみ　　　　　　  しも　　　　　いせき
③ 上ヲロウ・下ヲロウ遺跡 （設楽町）
 ねみちそといせき
④ 根道外遺跡 （設楽町）
 なごやじょうさんのまるいせき
⑤ 名古屋城三の丸遺跡 （名古屋市）
 なかはんにゃきたうらいせき
⑥ 中般若北浦遺跡 （江南市）
 きよすじょうかまちいせき
⑦ 清洲城下町遺跡 （清須市）
 ふなばしみやうらいせき
⑧ 船橋宮裏遺跡 （稲沢市）
 そばたいせき
⑨ 蕎麦田遺跡 （岩倉市）
 のぞえいせき
⑩ 野添遺跡 （豊橋市）
 きよすじょうかまちいせき
⑪ 清洲城下町遺跡 （清須市）
 はさまいせき
⑫ 廻間遺跡 （清須市）
 はな　  き きたいせき
⑬ 花の木北遺跡 （豊川市）

 ごうなかいせき
⑭ 郷中遺跡 （大口町）
 よせじま　ひめしたいせき
⑮ 寄島・姫下遺跡 （安城市）
 よせじまいせき
⑯ 寄島遺跡 （安城市）
 よせじまいせき
⑰ 寄島遺跡 （安城市）
 ひめしたいせき
⑱ 姫下遺跡 （安城市）
 ひめした　むかいだいせき
⑲ 姫下・向田遺跡 （安城市）
 むかいだいせき
⑳ 向田遺跡 （安城市）
 むかいだ　かめづかいせき
㉑ 向田・亀塚遺跡 （安城市)
 かめづかいせき
㉒　亀塚遺跡 （安城市）
 なかはざまいせき
㉓　中挟間遺跡 （安城市）
 あおやましんめいいせき
㉔　青山神明遺跡 （豊山町）
 いっしきあおかいいせき
㉕　一色青海遺跡 （稲沢市）
 はまいけいせき
㉖ 浜池遺跡 （豊橋市）

豊橋市
⑩野添遺跡
豊橋市
㉖浜池遺跡

清須市
⑫廻間遺跡
清須市
⑪清洲城下町遺跡

豊川市
⑬花の木北遺跡

発行：公益財団法人　愛知県教育・スポーツ振興財団　愛知県埋蔵文化財センター

10( 月 )
～21( 金 )

春の埋蔵文化財展『やとみ新発見展”（しんはっけんでん）！ 2023』　＆　春の特別公開　
　☆昨年度の発掘調査成果について、今年度最初に展示解説を行います。また、特別にセレクトした逸品の遺物を特別公開します！
　☆今年度は土日の開館はありません　予約不要・入場無料どなたでも

連続歴史講座『モノの形の考古学』全 4回　　講座：要予約・参加費：無料　
　☆モノの形に焦点を当て、技術の進化、生活文化の向上、社会の変化などを解説します。
　会場：愛知県埋蔵文化財調査センター　２階研修室　時間：午前 10時 30分～12時　各講座５０名
　①  ５月 13日（土）　「うつりかわる『鍋』の形」　　鈴木正貴　　② ５月 27 日（土）「うつりかわる『住まい』の形」　　　永井邦仁
　③  ６月 10日（土）　「うつりかわる『村』の形」　   鈴木正貴　　④ ６月 24 日（土）「うつりかわる『墓』の形」　            早野浩二

大人向き

令和５年度考古学フェア『あいちの考古学 2023』　予約不要・参加費無料
   ☆愛知県内と近隣の情報を手に入れることができるビックイベント！　　日時：11 月７日（火）～26日（日）
　　会場：名古屋都市センター　( 金山南ビル )==詳細が決定次第HPにておしらせします。大人向き

秋の埋蔵文化財展　予約不要・入場無料
　　☆土日にはイベントを開催予定

会場：埋蔵文化財調査センター　２階どなたでも

どなたでもお楽しみできます！ 大人の方を対象としています！令和５年度　イベント案内

秋
頃

11

設楽ダム関連発掘調査成果報告会『新設楽発見伝 10』　予約不要・参加費無料
　☆令和５年度の設楽地区の発掘調査成果の報告会です。　==詳細が決定次第HPにておしらせします。

上旬

未定

７（火）
～

26（日）

大人向き

3

5
・
６

4

１
〜
３

1/20( 土 )
～

3/10( 日 ) どなたでも

企画展　「あいちの発掘調査 2023」　予約不要・入館料が必要
　☆あいち朝日ミュージアムの委託事業として、2022年度に実施された県下の発掘調査成果の速報展を開催します。　

　==詳細が決定次第HPにておしらせします。

13（土）
27（土）

10( 土 )
24( 土 )

発行：公益財団法人　愛知県教育・スポーツ振興財団　愛知県埋蔵文化財センター
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令
和
４
年
度
の

発
掘
調
査
成
果
概
要

　
当
セ
ン
タ
ー
で
は
令
和
４
年
度
に
、尾
張

地
域
６
遺
跡
、三
河
地
域
16
遺
跡
の
合
計
22

箇
所
の
遺
跡
で
発
掘
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
22
遺
跡
全
て
の
調
査
成
果
の
概

要
を
紹
介
し
ま
す
。

集
落
に
続
く
道
を

　
　
　
　

発
見
！

　

古
代
か
ら
中
世
前
半
の
道

状
遺
構
が
見
つ
か
り
ま
し

た
。
明
治
時
代
初
期
の
地
籍

図
や
近
世
後
半
の
村
絵
図
に

も
、
集
落
に
入
る
道
の
存
在

が
記
載
さ
れ
て
お
り
、
今
回

の
発
掘
調
査
で
そ
の
存
在
が

古
い
時
代
ま
で
遡
る
こ
と
が

証
明
さ
れ
ま
し
た
。

か
み　
　
　
　
　

 

し
も

上
ヲ
ロ
ウ
・
下
ヲ
ロ
ウ
遺
跡

  
     （

北
設
楽
郡
設
楽
町
） 

縄
文
中
期
の
集
落
の

続
き
を
調
査
！

　

縄
文
時
代
中
期
後
半
の
竪

穴
建
物
跡
な
ど
、
縄
文
時
代

の
遺
構
が
検
出
さ
れ
ま
し

た
。
竪
穴
建
物
跡
は
円
形
を

呈
し
て
お
り
、
中
央
に
土
坑

が
見
つ
か
り
ま
し
た
。
こ
れ

は
石
囲
炉
の
礫
の
抜
き
取
り

跡
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た

そ
こ
か
ら
少
し
下
が
っ
た
と

こ
ろ
に
石
器
が
広
が
っ
て
出

土
す
る
箇
所
が
見
つ
か
り
、

捨
て
場
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

お
お
は
た

 

大
畑
遺
跡

 　

          （
北
設
楽
郡
設
楽
町
） 

大
型
の
石
囲
炉

　
　
　

を
調
査
！

　
縄
文
時
代
中
期
後
半
、
縄

文
時
代
晩
期
、
弥
生
時
代
前

期
の
遺
構
を
確
認
し
ま
し
た
。

こ
の
う
ち
縄
文
時
代
中
期
後

半
の
竪
穴
建
物
跡
は
重
複
が

認
め
ら
れ
、
最
初
に
建
て
ら

れ
た
竪
穴
建
物
跡
に
は
大
型

の
石
囲
炉
を
持
っ
て
い
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　
　
　
　

  

さ
わ

 

マ
サ
ノ
沢
遺
跡

  

　
（
北
設
楽
郡
設
楽
町
） 

遺
跡
全
体
に
広
が

る
水
田
を
調
査
！

　

中
世
の
水
田
関
連
遺
構

と
、
縄
文
時
代
中
期
中
葉
か

ら
縄
文
時
代
後
期
の
竪
穴
建

物
跡
や
貯
蔵
穴
、
縄
文
時
代

早
期
後
半
の
遺
物
が
確
認
さ

れ
ま
し
た
。

　

居
住
地
か
ら
耕
作
地
へ
と

土
地
利
用
が
変
遷
す
る
様
子

や
山
間
部
に
お
け
る
水
田
耕

作
の
実
態
を
復
元
す
る
た
め

の
良
い
事
例
と
な
り
ま
し

た
。

お
お
さ
き

 

大
崎
遺
跡

  
   （

北
設
楽
郡
設
楽
町
） 

縄
文
中
期
後
半
の

集
落
を
調
査
！

　

令
和
4
年
度
の
下
延
坂
遺

跡
の
発
掘
調
査
で
は
、
主
に

縄
文
時
代
中
期
後
半
の
遺
構

や
遺
物
が
数
多
く
確
認
さ
れ

ま
し
た
。
注
目
さ
れ
る
成
果

と
し
て
、
石
囲
炉
を
伴
う
竪

穴
建
物
跡
が
3
棟
、
石
棒
と

思
わ
れ
る
石
器
を
伴
う
竪
穴

建
物
跡
が
2
棟
確
認
さ
れ
た

こ
と
と
、
線
刻
を
施
さ
れ
た

岩
偶
と
思
わ
れ
る
石
製
品
が

あ
げ
ら
れ
ま
す
。
特
に
岩
偶

と
思
わ
れ
る
石
製
品
は
縄
文

時
代
中
期
後
半
で
の
出
土
例

は
全
国
的
に
も
少
な
く
、
貴

重
な
資
料
と
な
り
ま
す
。

し
も
の
べ
さ
か

  

下
延
坂
遺
跡

  
     （

北
設
楽
郡
設
楽
町
） 

古
墳
時
代
中
期
の

      

集
落
を
調
査
！

　

今
年
度
調
査
で
は
、
古
墳
時

代
中
期
の
竪
穴
建
物
跡
が
５
棟

と
大
き
な
溝
の
一
部
が
確
認
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
土
師
器
が

多
く
出
土
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
２
年
調
査
の
花
の
木
古

墳
群
に
関
連
す
る
と
考
え
ら
れ
、

こ
の
地
域
の
集
落
の
復
元
に
ま

た
一
歩
近
づ
い
た
と
い
え
ま

す
。

 

は
な　

 

き
き
た

 

花
の
木
北
遺
跡
　
　
　
　

  

　
　
　
　
　

 　
　
（
豊
川
市
） 

16
世
紀
か
ら
17
世
紀
前

半
の
屋
敷
跡
発
見
！

　

今
年
度
調
査
で
は
、
16
世
紀

か
ら
17
世
紀
前
半
の
区
画
溝
と

そ
の
区
画
内
か
ら
掘
立
柱
建
物

跡
と
考
え
ら
れ
る
柱
穴
が
多
数

発
見
さ
れ
ま
し
た
。

　
『
八
名
郡
史
』
に
は
「
徳
川

家
康
の
時
代
に
、
吉
田
城
領
主

か
ら
寺
領
を
寄
進
さ
れ
る
」
と

の
記
載
が
あ
り
、
遺
跡
の
周
辺

に
は
長
谷
寺
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
こ
の
寺
院
に
関
連
す
る
屋

敷
地
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

 

の
ぞ
え

 

野
添
遺
跡

  

　
　
　
　
　
（
豊
橋
市
） 

縄
文
時
代
中
期
後
半
の

集
落
の
一
端
を
発
見
！

　
縄
文
時
代
中
期
後
半
の
竪
穴

建
物
跡
５
棟
や
貯
蔵
穴
と
思
わ

れ
る
土
坑
３
基
や
中
世
の
溝
・

土
坑
な
ど
が
確
認
さ
れ
ま
し

た
。

　

こ
う
し
た
成
果
は
あ
ま
り

知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
尾
張

北
部
一
帯
の
縄
文
時
代
中
期

後
半
の
集
落
の
様
相
を
明
ら

か
に
す
る
上
で
貴
重
な
事
例

と
い
え
ま
す
。

ご
う
な
か

 

郷
中
遺
跡

  

　

    （
丹
羽
郡
大
口
町
） 

遺
跡
の
端
が
判
明
！

　

今
年
度
の
調
査
で
は
、
中

世
の
山
茶
碗
な
ど
が
出
土
し

ま
し
た
が
、
明
確
な
遺
構
は

少
な
く
、
遺
跡
の
端
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

当
遺
跡
は
、
平
成
3
年
度

に
調
査
が
行
わ
れ
て
お
り
、

15
世
紀
の
火
葬
施
設
な
ど
が

見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。

ふ
な
ば
し
み
や
う
ら　

  

船
橋
宮
裏
遺
跡

  

　
　
　
　
　

 （
稲
沢
市
） 

古
代
の
竪
穴
建
物
跡
と
戦

国
時
代
の
区
画
を
確
認
！

　

調
査
で
は
、
飛
鳥
時
代
の
竪

穴
建
物
跡
が
１
棟
、
戦
国
時
代

の
区
画
溝
７
条
、
土
坑
１
基
、

江
戸
時
代
後
期
〜
近
代
の
土
坑

４
基
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。

　

飛
鳥
時
代
の
竪
穴
建
物
跡
の

西
壁
に
は
カ
マ
ド
の
跡
が
発
見

さ
れ
、
当
時
の
人
々
の
生
活
を

考
え
る
上
で
良
い
事
例
と
な
り

ま
し
た
。

し
も
し
な
の

 

下
品
野
遺
跡

  

　
　
　
　
　

 （
瀬
戸
市
） 

清
須
城
内
堀
跡
を

　
　
　
　
　

発
見
！

　
上
面
で
は
江
戸
時
代
前
期
初

頭
の
五
条
川
に
面
し
た
船
着
場

に
関
わ
る
係
船
柱
跡
や
掘
立
柱

建
物
跡
、
溝
な
ど
が
確
認
さ
れ

ま
し
た
。

　
ま
た
、
下
面
で
は
後
期
清
須

城
の
東
端
部
が
確
認
さ
れ
ま
し

た
。
江
戸
時
代
の
古
城
絵
図
と

も
対
比
さ
れ
、
貴
重
な
成
果
に

な
り
ま
し
た
。

き
よ
す
じ
ょ
う
か
ま
ち

  

清
洲
城
下
町
遺
跡

  

　
　
　
　
　

 （
清
須
市
） 

江
戸
時
代
の
吉
田
城
址　

　

の
外
堀
跡
を
確
認
！

よ
し
だ
じ
ょ
う
し　

あ
く
み

 

吉
田
城
址
・
飽
海
遺
跡

  

　
　
　
　
　

 （
豊
橋
市
） 

　

遺
跡
は
名
古
屋
城
の
北
側
に
立
地

し
、
本
丸
な
ど
の
あ
る
台
地
か
ら
約

10
メ
ー
ト
ル
下
っ
た
沖
積
低
地
に
あ

り
、
標
高
は
4.5
〜
5.5
メ
ー
ト
ル
で

す
。
江
戸
時
代
に
は
名
古
屋
城
北
堀

に
隣
接
す
る
「
御
蓮
池
」
と
そ
の
北

側
に
尾
張
徳
川
家
の
庭
園
で
あ
る
下

御
深
井
御
庭
が
広
が
っ
て
い
ま
し

た
。

　

主
な
遺
構
・
遺
物
は
江
戸
時
代
の

御
深
井
焼
関
連
遺
物
、
古
墳
時
代
後

期
の
竪
穴
建
物
跡
や
そ
れ
に
伴
う
須

恵
器
、
古
墳
時
代
前
期
の
土
器
集
積

が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

め
い
じ
ょ
う
こ
う
え
ん

   

名
城
公
園
遺
跡

  
　
　
（
名
古
屋
市
北
区
） 

　

今
年
度
は
吉
田
城
の
東
端
部

を
調
査
し
、
鎌
倉
時
代
の
柱
穴

数
基
と
江
戸
時
代
の
外
堀
跡
な

ど
が
検
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

鎌
倉
時
代
の
柱
穴
跡
は
掘
立

柱
建
物
や
柵
列
跡
の
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。
江
戸
時
代
の
堀
跡

は
、
吉
田
城
址
の
北
東
側
を
囲

む
外
堀
に
当
た
り
ま
す
。

縄
文
草
創
期
の

　
　

石
槍
出
土
！

　

令
和
4
年
度
の
発
掘
調
査

は
、
近
代
の
削
平
を
受
け
た

た
め
か
、
遺
構
は
ほ
と
ん
ど

確
認
さ
れ
ず
、
遺
物
の
出
土

も
希
薄
で
し
た
。
確
認
で
き

た
遺
構
は
縄
文
時
代
後
期
の

土
坑
一
基
な
ど
で
、
遺
物
は

縄
文
時
代
草
創
期
の
木
葉
形

尖
頭
器
が
出
土
し
ま
し
た
。

た
き
せ

滝
瀬
遺
跡

  
        （

北
設
楽
郡
設
楽
町
） 

周
濠
の
一
部
を

　
　
　
　
　

確
認
！

　

今
回
の
調
査
は
、
前
方
部

西
側
の
墳
丘
の
裾
や
周
濠
を

確
認
す
る
た
め
に
調
査
を
行

い
ま
し
た
。

　

周
濠
は
近
世
か
ら
近
代
の

溝
な
ど
で
一
部
が
壊
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
周
濠
の
底
部

や
西
側
の
肩
の
様
子
を
知
る

手
が
か
り
を
得
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

   

だ
ん
ぷ
さ
ん

 

断
夫
山
古
墳

 

　

       （
名
古
屋
市
熱
田
区
） 

　

鹿
乗
川
流
域
遺
跡
群
の
調
査
と
し

て
中
狭
間
・
宮
下
南
遺
跡
、
亀
塚
・

中
狭
間
遺
跡
、
向
田
遺
跡
、
姫
下
遺

跡
、
寄
島
遺
跡
、
下
懸
・
寄
島
遺
跡

の
６
つ
の
遺
跡
の
調
査
を
行
い
ま
し

た
。

　

調
査
で
は
弥
生
時
代
中
期
か
ら
古

墳
時
代
、
奈
良
時
代
か
ら
平
安
時
代

に
か
け
て
の
竪
穴
建
物
跡
や
方
形
周

溝
墓
な
ど
の
遺
構
や
弥
生
土
器
や
須

恵
器
、
土
師
器
な
ど
の
遺
物
が
多
数

出
土
し
ま
し
た
。

か
の
り
が
わ

 

鹿
乗
川
流
域
遺
跡
群

  

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
安
城
市
） 

鍛
冶
関
連
遺
構
を

　
　
　
　

調
査
！

　
炭
化
物
や
焼
土
を
多
く
含
む

土
坑
、
の
内
部
で
掘
立
柱
建
物

跡
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。
こ
れ

ら
は
鍛
冶
関
連
遺
構
と
考
え
ら

れ
ま
す
。 

　
鍛
冶
関
連
遺
構
に
つ
い
て

は
、『
北
設
楽
郡
史
』
に
も
近

隣
で
の
鍛
冶
に
伴
う
遺
物
の
採

取
が
報
告
さ
れ
て
お
り
、
こ
の

報
告
と
の
関
連
を
う
か
が
わ
せ

る
成
果
と
な
り
ま
し
た
。

う
ち
か
い
つ
は
し

 

内
貝
津
橋
遺
跡

  
     （

北
設
楽
郡
設
楽
町
） 

弥
生
時
代
か
ら
古
代

　
　

の
遺
構
を
確
認
！

御
深
井
焼
関
連
の
遺
物

　
　
　
　

が
出
土
！

竪
穴
建
物
跡　

(

寄
島
遺
跡
）

石
製
品
出
土
状
況

遺
跡
全
景　

(

上
が
北
）

土
師
器
の
出
土
状
況

御
深
井
焼
関
連
遺
物
出
土
状
況

お    

ふ   

け   

や
き

熱田区

港区

千種区
東区

北区
西区

中村区
中区

昭和区

瑞穂区中川区

南区

守山区

緑区

名東区

天白区

稲沢市
⑧船橋宮裏遺跡

豊川市
⑪花の木北遺跡

設楽町
③大畑遺跡

大口町
⑬郷中遺跡

設楽町
①上ヲロウ・下ヲロウ遺跡

設楽町
⑨内貝津橋遺跡

瀬戸市
⑫下品野遺跡

設楽町
⑤大崎遺跡

設楽町
②下延坂遺跡

設楽町
④滝瀬遺跡

設楽町
⑥マサノ沢遺跡

安城市　鹿乗川流域遺跡群
⑱中挟間・宮下南遺跡
⑰亀塚・中挟間遺跡
⑯向田遺跡
⑮姫下遺跡
⑭寄島遺跡
⑲下懸・寄島遺跡

名古屋市
㉒名城公園遺跡
名古屋市
㉑断夫山古墳

清須市
⑦清洲城下町遺跡

令和４年度　発掘調査予定遺跡位置図

① 上ヲロウ・下ヲロウ遺跡 （設楽町）
② 下延坂遺跡 （設楽町）
③ 大畑遺跡 （設楽町）
④ 滝瀬遺跡 （設楽町）
⑤ 大崎遺跡 （設楽町）
⑥ マサノ沢遺跡 （設楽町）
⑦ 清洲城下町遺跡 （清須市）
⑧ 船橋宮裏遺跡 （稲沢市）
⑨ 内貝津橋遺跡 （設楽町）
⑩ 野添遺跡 （豊橋市）
⑪ 花の木北遺跡 （豊川市）

⑫ 下品野遺跡 （瀬戸市）
⑬ 郷中遺跡 （大口町）
⑭ 寄島遺跡 （安城市）
⑮ 姫下遺跡 （安城市）
⑯ 向田遺跡 （安城市）
⑰ 亀塚・中挟間遺跡 （安城市）
⑱ 中挟間・宮下南遺跡 （安城市）
⑲ 下懸・寄島遺跡 （安城市）
⑳ 吉田城遺跡 （豊橋市）
㉑ 断夫山古墳 （名古屋市)
㉒　名城公園遺跡 （名古屋市）

豊橋市
⑩野添遺跡
豊橋市
⑳吉田城址・飽海遺跡

資料2-6

令
和
４
年
度
に
調
査
し
た
遺
跡
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